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政宗以来和歌を愛好してき 伊達家の伝統が考えられる。あるい 宗親の母方の叔父石川宗弘の結婚が何らかの影響をも らしていた可能性も考えられる。前述 通り宗弘 妻公家の水無瀬中納言の息女であったことから、同じ公家 冷泉家との結婚を石川家が仲介した可能性も想定してみた。　
勝手な想像で恐縮だが、この宗親の結婚については当時の冷泉家の家庭の事情も一つの



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































夫人の於妻、後の安養院である。慶寿院は正徳四年に亡くなっているから、この書状は亡くなる前年に書かれた手紙で、八十三歳の高齢となってもやはりみちのくにいる娘 ことを案じていた だろう。於妻から届いた手紙に安堵した思いが筆跡から伝わってく 。　
宗親と於妻夫婦は子供には恵まれなかったため、同じく一門の涌谷伊達家から、宗親の

























































































































項に、藩からの願書の写が収録されている これによると、この縁組は仙台藩から幕府願書を出し、さ に京都 冷泉治部卿（為綱）からも娘 縁組ということで願を差し出して実現した婚約であったことが分かる。　
当時、公家と武家の縁組には幕府・朝廷の許可が必要で、仙台藩の家臣という立場の岩




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この後も親密な親戚付き合いは続け てい 。寄贈資料 齋 庄五郎屋文書中には冷

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































冊・書状などが数多く残されている。本稿ではその一部を紹介しながら京都冷泉家と山伊達家の交際の実態に迫ろうと考え、ゆかりの資料をまず並べ直すところから始めてみた。書状の一点一点ずつの内容を検討していくと、書いた人、受け取り人の姿が浮かんでくるような思いがした。歴史 表舞台には決 て登場しな が、冷泉家を支
えてきた慶寿
院や岩出山伊達家を支え 聯珠院 存在 知ることができ 歴史 陰に女性あ を実感した。婚姻によって繋がった縁は広がっていき、たくさんの輪ができていたことも知 こができた。今回は資料の検討 充分ではなく、また取り上げ こ の きなかった資料も数多く残っ 後への課題も数多く残す結果となっ が、まずは書状に登場し 多く人々を紹介することはでき ように思う。　
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